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絶対暗記 （P162～P197）

英 数 Nakagawa Gakushu Kyoshitsu

P162 1853年にアメリカから派遣された（ ペリー ）が神奈川県の（ 浦賀 ）に
う ら が

来航し、翌年、幕府はアメリカとの間に（ 日米和親 条約 ）を結び、静岡県
にちべいわしん

の（ 下田 ）、北海道の（ 函館 ）の２港を開きました。
し も だ はこだて

1859年に大老の（ 井伊直弼 ）は朝廷の許可がないまま、（ 日米修好通商 条約 ）を結
い い な お す け にちべいしゆうこうつうしよう

びました。しかし、これはアメリカに（ 領事裁判権 ）を認め、日本に（ 関税自主権 ）
りようじさいばんけん かんぜいじしゆけん

がないなど、日本にとって不平等な条約でした。

P164 通商条約後に、天皇を尊び、外国の勢力をは排除しようとする（ 尊王攘夷 運動 ）
そんのうじようい

さかんになりました。しかし、大老の（ 井伊直弼 ）は幕府に反対する大名は武士
い い な お す け

などを処罰し、吉田松 陰や福井藩士の橋本左内らを処刑しました。このできごとを 井伊直弼
しよういん さ な い

（ 安政の大獄 ）といいます。また、この事件で反発をかい、1860年に江戸城の
あんせい たいごく

門外で井伊直弼は暗殺されました。この事件を （ 桜田門外の変 ）といいます。
い い な お す け さくらだもんがい

吉田松陰

P166 下関海峡を通る外国船を砲撃したことから、（ 長 州 藩 ）は、外国の艦隊から報復の攻撃を
ちようしゆう

受けました（下関戦争）。また、（ 薩摩 藩 ）は行列を横切ったイギリス人を殺害する事件（生麦
さ つ ま なまむぎ

事件）を起こし、翌年、報復の攻撃を受けました（薩英戦争）。
さつえい

この長州藩と薩摩藩は1866年に土佐藩出身の（ 坂本龍馬 ）の仲立ちにより、
さかもとりようま

（ 薩長同盟 ）を結んで、倒幕を目指すようになりました。倒幕運動を推進した
さつちようどうめい

主要人物は長州藩の（ 木戸孝允 ）と薩摩藩の（ 西郷隆盛 ）や（ 大久保利通 ）
き ど た か よ し さいごうたかもり お お く ぼ と し み ち

です。
坂本龍馬

P157 1867年ころ、人々が熱狂してさわぎを起こすことが、各地で流行

しました。このさわぎを（ ええじゃないか ）といいます。

P167 1867年に15代将軍（ 徳川慶喜 ）は政権を朝廷に返しました。これを（ 大政奉還 ）とい
よしのぶ たいせいほうかん

います。同じ年に（ 王政復古の大号令 ）を発し天皇を中心とする政治にもどすこ
おうせいふつこ だいごうれい

とを宣言しました。しかし、この動きに不満を持つ旧幕府軍は鳥羽・伏見の戦いを

おこしましたが、新政府軍に敗れました。この戦いを（ 戊辰戦争 ）といいます。
ぼ し ん



P168 明治の新しい政府による、政治・経済・社会の変革を（ 明治維新 ）と呼びます。
め い じ い し ん

政府は1868年に（ 五箇条の御誓文 ）を出して、新しい政治の方針を示しました。また、民
ご か じ よ う ご せいもん

衆にはキリシタンの禁止などを記した５枚の高札（板に書き目立つ場所に掲げたもの）を出しま
こうさつ

した。これを（ 五榜の掲示 ）といいます。
ご ぼ う け い じ

P169 1869年に新政府は藩主に土地と人民を返させました。このことを（ 版籍奉還 ）といいます。
はんせきほうかん

1871年に、藩を廃止して県や府を置きました。このことを（ 廃藩置県 ）といいます。明治
はいはん ち けん

政府では、一部の公家や薩摩・長州・土佐・肥前藩の４藩の出身者が政治の実権をにぎりました。

のちに、これは（ 藩閥 ）政治と呼ばれるようになりました。
はんばつ

P169 新政府は、古い身分制度（士・農・工・商）を廃止し、皇族以外は平等であるとしました。これ

を（ 四民平等 ）といいます。また、1871年に、えた身分、ひにん身分の呼び名も廃止して
しみんびようどう

平民と同じとする（ 解放令 ）が出されました。
かいほうれい

P170 1872年に（ 学制 ）が公布され、（ ６ 歳 ） 以上の男女すべてに小学校教育を受けさせるこ

ととなりました。

1873年に（ 徴兵令 ）が出され、（ 満 ２０ 歳以上 ）の男子に兵役が義務づけられました。
ちようへいれい

1873年から税制が改革され、土地の所有者に（ 地券 ）が発行されました。
ち け ん

税率は地価の（ ３ ％ ）とし土地の所有者が（ 現金 ）でおさめることにな

りました。この改革を（ 地租改正 ）といいます。
ち そ

P172 欧米に対抗するため、経済を発展させ、軍隊を強くしようとする政策を（ 富国強兵 ）といい
ふこくきようへい

ます。これを実現するために（ 殖産産業 ）政策を進め、産業を
しよくさんさんぎよう

育て経済の強化を図ろうとしました。政府は2014年に世界遺産

に登録された、群馬県の（ 富岡製糸場 ）などの工場を造りました。
とみおかせいしじよう

このような政府によって造られた工場を（ 官営模範工場 ）といいます。
かんえい も はん

（ 渋沢栄一 ）はこのような工場をはじめ、多くの企業を設立し、経済の発展に力をつくしま
しぶさわえいいち

した。

P173 明治になり、欧米の国々の文化が取り入れられ、伝統的は生活が変化し始めました。

この変化を（ 文明開化 ）と呼びます。
ぶんめいかいか

（ 福沢諭吉 ）は（ 学問のすゝめ ）（「天は人の上に人をつくらず…」）で人間の平等
ふくざわゆきち

と民主主義をわかりやすい表現で説きました。
福沢諭吉

（ 中江兆民 ）はフランスに留学し、ルソーの思想を紹介しました。
なか え ちようみん

P176 明治政府は海外視察や不平等条約改正を目的に、欧米に （ 岩倉 使節団 ）

を派遣し、こうした経験をもとに、日本の近代化をおし進めていきました。



P177 （ 西郷隆盛 ）と板垣退助 は武力で朝鮮を開国させようとする（ 征韓論 ）
さいごうたかもり いたがきたいすけ せいかんろん

を主張しましたが、大久保利通らに反対され、政府を去りました。
おおくぼとしみち

西郷隆盛

18７１年に、日本は清との間に対等な立場での（ 日清修好条規 ）を結びました。
しゆうこうじよう き

18７６年に、鎖国をしている朝鮮に、日本政府内に武力で開国をせまろうとする主張が高まり

（ 江華島事件 ）をきっかに、翌年朝鮮との間に（ 日朝修好条規 ）を結び、力で朝鮮を開
こう か とう

国させました。この条約は朝鮮にとって不平等なものでした。

P178 1875年に、日本はロシアとの間に（ 樺太・千島交換 条約 ）を結び、両国の国境を確定
からふと ちしまこうかん

させました。

1895年に（ 尖閣諸島 ）が、1876年に（ 竹島 ）が内閣の決定により、日本領に編入しま
せんかく たけしま

した。

P178 政府は、蝦夷地を（ 北海道 ）と改称し、（ 開拓使 ）という役所を置き、農地の開墾、鉄道
か い た く し

や道路の建設などの開拓事業を行いました。そこでの開拓の中心は（ 屯田兵 ）と呼ばれた農
とんでんへい

業兼業の兵士でした。

P179 1879年に、政府は軍隊の力を背景に、琉球王国に（ 沖縄 県 ）設置しました。

このことを（ 琉 球処分 ）といいます。
りゆうきゆう

P182 1874年に（ 板垣退助 ）らは国民が政治に参加できる道を開くべきであると主張し、
いたがきたいすけ

（ 民撰議院設立 の建白書 ）を提出して、国会の開設を求めました。これが、国民が政治
たみせん ぎ いんせつりつ けんぱくしよ

に参加する権利の確立を目指す（ 自由民権 運動 ）の出発点をなりました。

P182 1877年に（ 西郷隆盛 ）を中心として、大久保利通の政治に不満を持つ鹿児島の士族などが
さいごうたかもり おおくぼとしみち

反乱を起こしましたが、政府軍によって鎮圧されました。これを（ 西南戦争 ）といいます。
ちんあつ せいなんせんそう

P183 1880年に全国の代表者が大阪に集まり、政府に国会の開設を求める（ 国会期成同盟 ） を
こつかいきせいどうめい

結成しました。

自由民権運動は政党の結成へと進み、板垣退助を党首とする（ 自由 党 ）

や（ 大隈重信 ）を党首とする（ 立憲改進 党 ）が結成されました。
おおくましげのぶ りつけんかいしん

板垣退助 大隈重信

P184 ドイツなどで憲法を学んだ（ 伊藤博文 ）は、1885年に（ 内閣 制度 ）ができ
い とうひろふみ

ると、初代の（ 内閣総理大臣 ）に就任しました。



P184 （ 1889 年 ）に（ 大日本帝国 憲法 ）が発布されました。この憲法では（ 天皇 ） が

国の元首として統治すると定められました。

帝国議会は国民が選挙した議員で構成する（ 衆議院 ）と皇族や天皇が任命する議員などで構

成する（ 貴族院 ）の二院制でした。

P185 憲法発布の翌年（ 教育勅語 ）が出されて、忠君愛国の道徳が示され、国民の精神的、
ちよく ご

道徳的なよりどころとされました。

1890年に行われた最初の衆議院選挙では、選挙権が与えられたのは、（ 直接国税 ）を

（ １５ 円 ）以上をおさめる（ 満 25 歳以上 ）の（ 男子 ）だけで、総人口の1.1％

にすぎませんでした。

P186 欧米列強は資源や市場を求めてアジア・アフリカへ進出し、軍事力によって植民地としていきま

した。このような動きを（ 帝国 主義 ）といいます。

P187 日本は国際的に欧米と対等の地位を得るために、条約改正を目指しました。

そのために、外務卿（大臣）の井上馨は、鹿鳴館で舞踏会を開くなどの
かおる ろくめいかん

（ 欧化政策 ）を行いました。
お う か

鹿鳴館の舞踏会

（ ノルマントン号 ）事件（船の事故で日本人乗客全員が水死した事件）

が起こったことから、 不平等条約改正を求める声が高まり、１８９４年に

外務大臣の（ 陸奥宗光 ）が領事裁判権を撤廃した日英通商航海条約を結び、
む つ むねみつ

1911年に外務大臣の（ 小村寿太郎 ）がアメリカとの間で関税自主権の完全な回復に成功し
こ むらじゆ た ろう

ました。

P188 ◎ 下の風刺画は日清戦争前の様子を表しています。

（ ）にあてはまる国名をいれなさい。

（ 朝鮮 ）という魚を釣ろうとする（ 日本 ）と（ 清 ）を

（ ロシア ）が機をうかがうようにじっと見ています。

P188 朝鮮では、東学という宗教を信仰する農民が蜂起しました。これを（ 甲午農民 戦争 ）とい
こう ご

います。これをきっかけに清と日本は朝鮮に出兵し（ 日清 戦争 ）が始まりました。

この戦争に勝利した日本は、清との間で（ 下関 条約 ）を結び、（ 遼東半島 ）、台湾、澎湖
リヤオトン ポンフー

諸島をゆずり受けました。しかし満州への進出をねらう（ ロシア ）が日本が獲得した遼 東半
リアオトン

島を清国に返還するようドイツ、フランスとともに日本に勧告しました。これを（ 三国干渉 ）
かんしよう

といいます。対抗する力がなかった日本は、これを受け入れざるをえませんでした。

日清戦争後の1900年に、伊藤博文は（ 立憲政友会 ）を結成し、力を伸ばしました。
りつけんせいゆうかい



P190 1900年に、扶清滅洋（ふしんめつよう）をとなえる団体が、北京の各国公使館を包囲したこと

から、日本を主力とする連合軍が鎮圧しました。これを（ 義和団 事件 ）いいます。これを
ぎ わ だん

きっかけにロシアは満州や韓国への進出を強めることになりました。1902年に、日本はロシア

に対抗するために、イギリスとの間に（ 日英 同盟 ）を結びました。ロシアとの戦争の危機が

高まる中、社会主義者の（ 幸徳秋水 ）や、キリスト教徒の（ 内村鑑三 ）は開戦に反対し
こうとくしゆうすい うちむらかんぞう

ましたが、主戦論が世論を動かし、1904年についに（ 日露 戦争 ）が始まりました。
にち ろ

◎ A～Dに適切な国名を入れなさい。

左の風刺画は（Ｃ イギリス ）が同盟を結んで（Ｂ 日本 ）に

（Ａ ロシア ）と戦争をさせるようにそそのかしている。それを

（Ｄ アメリカ ）が日本を支援して見ている。

P191 歌人の（ 与謝野晶子 ）は戦場の弟を思って「君死にたまふことなかれ」という
よ さ の あき こ

詩を発表しました。

戦争は日本が有利に進み、１９０５年にアメリカの仲介により、ロシア

との間に（ ポーツマス 条約 ）が結ばれました。

しかし、戦争による増税や犠牲に苦しむ国民は、ロシアから賠償金が得

られなかったことから、不満が高まり、暴動（ 日比谷焼き討ち 事件 ）
ひ び や

にまで発展しました。 増税に泣く国民

P192 日本は1905年に韓国を保護国として外交権をうばい（ 韓国統監 府 ）を置きました。
とうかん

また、1910年には韓国を併合し、（ 朝鮮総督 府 ）を設置し、植民地政策をおし進めました。
そうとく

P193 日露戦争に勝利したことによって、満州（中国北部）を勢力範囲にし、日本は（ 南満州鉄道 ）
まんしゆう

を設立し、満州での利権を独占していきました。

中国では、列強に対して対抗する動きが強まり（ 孫文 ）は（ 三民 主義 ）
そんぶん

を訴え、民族の独立を目指しました。1911年には、軍隊の反乱をきっかけに革命

運動が広がり、多くの省が清から独立しました。これを（ 辛亥 革命 ）と呼び
しんがい

ます。翌年、孫文は臨時大統領となり、南京を首都とする（ 中華民国 ）が建国されました。
なんきん

その後、清の実力者であった（ 袁世凱 ）は孫文と手を結び、清を滅ぼし、北京を首都として独
えんせいがい ぺ き ん

裁政治をおこないました。

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ



P194 日本経済は、1880年代後半から、紡績、製糸などの軽工業が発展し、機械に

よる大量生産が広がり、産業革命の時代をむかえました。

北九州に官営の（ 八幡製鉄所 ）が建設され、鉄鋼の自給を目指しました。
や はた

また、三井、三菱、 住友、安田などは、金融・貿易などの多角経営を行って
八幡製鉄所

日本経済を支配する（ 財閥 ）に成長していきました。
ざいばつ

（ 製糸 業 ）は、主にアメリカ向けの輸出によって発展し、日露戦争後
せ い し

には世界最大の輸出国になりました。

P195 産業が発展する一方、（ 足尾銅山 ）の鉱毒事件が起こり、
あ し お

衆議院議員の（ 田中正造 ）らが、公害問題に取り組みました。
しようぞう

1910年、天皇の暗殺を計画したとして、幸徳秋水などの社会主義者が逮捕・処刑された事件を

（ 大逆事件 ）といいます。
たいぎやく

P196 明治時代、（ 岡倉天心 ）はアメリカ人のフェロノサとともに日本画の復興につとめました。
おかくらてんしん

（ 高村光雲 ）は「老猿」など彫刻で、（ 横山大観 ）は「無我」など日本画で、伝統的な技法
たかむらこううん ろうえん たいかん む が

を近代美術として再興しました。

また、フランスに留学した（ 黒田清輝 ）が印象派の画法を紹介し、「読書」などを描いて、 洋
せい き

画発展の基礎を 築きました。

「老猿」 「無我」 「読書」

P197 日清戦争の前後には、個性を重んじるロマン主義が主流となり「たけくらべ」など

の小説をかいた（ 樋口一葉 ）など、女性の文学者が活躍しました。
ひ ぐちいちよう

日露戦争前後には「ぼっちゃん」をかいた（ 夏目漱石 ）や
なつ め そうせき

「舞姫」をかいた（ 鷗森 外 ）は欧米の文明と接するようになった日本に生きる
まいひめ おうがい

知識人の姿をえがいた小説を発表しました。

音楽では（ 滝廉太郎 ）は「荒 城の月」などを作曲して、
たきれんたろう こうじよう

洋楽の道を開きました。

19世紀末から、日本の自然科学は発達し、（ 北里柴三郎 ）は破傷風の血清療法
きたさとしばさぶろう はしようふう

を発見し、（ 野口英世 ）はエクアドルで黄熱病の病原体の研究をしました。
ひ で よ おうねつびよう

樋口一葉

森鴎外

滝廉太郎

野口英世
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絶対暗記 （P162～P197）

英 数 Nakagawa Gakushu Kyoshitsu

P162 1853年にアメリカから派遣された（ ）が神奈川県の（ ）に

来航し、翌年、幕府はアメリカとの間に（ 条約 ）を結び、静岡県

の（ ）、北海道の（ ）の２港を開きました。

1859年に大老の（ ）は朝廷の許可がないまま、（ 条約 ）を結び

ました。しかし、これはアメリカに（ ）を認め、日本に（ ）がな

いなど、日本にとって不平等な条約でした。

P164 通商条約後に、天皇を尊び、外国の勢力をは排除しようとする（ 運動 ）

さかんになりました。しかし、大老の（ ）は幕府に反対する大名は武士

などを処罰し、吉田松 陰や福井藩士の橋本左内らを処刑しました。このできごとを 井伊直弼
しよういん さ な い

（ ）といいます。また、この事件で反発をかい、1860年に江戸城の

門外で井伊直弼は暗殺されました。この事件を （ ）といいます。
い い な お す け

吉田松陰

P166 下関海峡を通る外国船を砲撃したことから、（ 藩 ）は、外国の艦隊から報復の攻撃を受

けました（下関戦争）。また、（ 藩 ）は行列を横切ったイギリス人を殺害する事件（生麦
なまむぎ

事件）を起こし、翌年、報復の攻撃を受けました（薩英戦争）。
さつえい

この長州藩と薩摩藩は1866年に土佐藩出身の（ ）の仲立ちにより、

（ ）を結んで、倒幕を目指すようになりました。倒幕運動を推進した

主要人物は長州藩の（ ）と薩摩藩の（ ）や（ ）

です。

P157 1867年ころ、人々が熱狂してさわぎを起こすことが、各地で流行

しました。このさわぎを（ ）といいます。

P167 1867年に15代将軍（ ）は政権を朝廷に返しました。これを（ ）と

いいます。同じ年に（ ）を発し天皇を中心とする政治にもどす

ことを宣言しました。しかし、この動きに不満を持つ旧幕府軍は鳥羽・伏見の戦い

をおこしましたが、新政府軍に敗れました。この戦いを（ ）といいます。



P168 明治の新しい政府による、政治・経済・社会の変革を（ ）と呼びます。

政府は1868年に（ ）を出して、新しい政治の方針を示しました。また、

民衆にはキリシタンの禁止などを記した５枚の高札（板に書き目立つ場所に掲げたもの）を出し
こうさつ

ました。これを（ ）といいます。

P169 1869年に新政府は藩主に土地と人民を返させました。このことを（ ）といいます。

1871年に、藩を廃止して県や府を置きました。このことを（ ）といいます。明治

政府では、一部の公家や薩摩・長州・土佐・肥前藩の４藩の出身者が政治の実権をにぎりました。

のちに、これは（ ）政治と呼ばれるようになりました。

P169 新政府は、古い身分制度（士・農・工・商）を廃止し、皇族以外は平等であるとしました。これ

を（ ）といいます。また、1871年に、えた身分、ひにん身分の呼び名も廃止して

平民と同じとする（ ）が出されました。

P170 1872年に（ ）が公布され、（ 歳 ） 以上の男女すべてに小学校教育を受けさせるこ

ととなりました。

1873年に（ ）が出され、（ 満 歳以上 ）の男子に兵役が義務づけられました。

1873年から税制が改革され、土地の所有者に（ ）が発行されました。

税率は地価の（ ％ ）とし土地の所有者が（ ）でおさめることになり

ました。この改革を（ ）といいます。

P172 欧米に対抗するため、経済を発展させ、軍隊を強くしようとする政策を（ ）といい

ます。これを実現するために（ ）政策を進め、産業を

育て経済の強化を図ろうとしました。政府は2014年に世界遺産

に登録された、群馬県の（ ）などの工場を造りました。

このような政府によって造られた工場を（ ）といいます。

（ ）はこのような工場をはじめ、多くの企業を設立し、経済の発展に力をつくしま

した。

P173 明治になり、欧米の国々の文化が取り入れられ、伝統的は生活が変化し始めました。

この変化を（ ）と呼びます。

（ ）は（ ）（「天は人の上に人をつくらず…」）で人間の平等

と民主主義をわかりやすい表現で説きました。

（ ）はフランスに留学し、ルソーの思想を紹介しました。

P176 明治政府は海外視察や不平等条約改正を目的に、欧米に （ 使節団 ）

を派遣し、こうした経験をもとに、日本の近代化をおし進めていきました。



P177 （ ）と板垣退助 は武力で朝鮮を開国させようとする（ ）
いたがきたいすけ

を主張しましたが、大久保利通らに反対され、政府を去りました。
おおくぼとしみち

18７１年に、日本は清との間に対等な立場での（ ）を結びました。

18７６年に、鎖国をしている朝鮮に、日本政府内に武力で開国をせまろうとする主張が高まり

（ 事件 ）をきっかに、翌年朝鮮との間に（ ）を結び、力で朝鮮

を開国させました。この条約は朝鮮にとって不平等なものでした。

P178 1875年に、日本はロシアとの間に（ 条約 ）を結び、両国の国境を確定

させました。

1895年に（ 諸島 ）が、1876年に（ 島 ）が内閣の決定により、日本領に編入

しました。

P178 政府は、蝦夷地を（ ）と改称し、（ ）という役所を置き、農地の開墾、鉄道

や道路の建設などの開拓事業を行いました。そこでの開拓の中心は（ ）と呼ばれた農業

兼業の兵士でした。

P179 1879年に、政府は軍隊の力を背景に、琉球王国に（ 県 ）設置しました。

このことを（ ）といいます。

P182 1874年に（ ）らは国民が政治に参加できる道を開くべきであると主張し、

（ の建白書 ）を提出して、国会の開設を求めました。これが、国民が政治に参

加する権利の確立を目指す（ 運動 ）の出発点をなりました。

P182 1877年に（ ）を中心として、大久保利通の政治に不満を持つ鹿児島の士族などが反
おおくぼとしみち

乱を起こしましたが、政府軍によって鎮圧されました。これを（ ）といいます。
ちんあつ

P183 1880年に全国の代表者が大阪に集まり、政府に国会の開設を求める（ ） を

結成しました。

自由民権運動は政党の結成へと進み、板垣退助を党首とする（ 党 ）

や（ ）を党首とする（ 党 ）が結成されました。

P184 ドイツなどで憲法を学んだ（ ）は、1885年に（ 制度 ）ができ

ると、初代の（ ）に就任しました。



P184 （ 年 ）に（ 憲法 ）が発布されました。この憲法では（ ） が

国の元首として統治すると定められました。

帝国議会は国民が選挙した議員で構成する（ ）と皇族や天皇が任命する議員などで構

成する（ ）の二院制でした。

P185 憲法発布の翌年（ ）が出されて、忠君愛国の道徳が示され、国民の精神的、

道徳的なよりどころとされました。

1890年に行われた最初の衆議院選挙では、選挙権が与えられたのは、（ ）を

（ 円 ）以上をおさめる（ 満 歳以上 ）の（ ）だけで、総人口の1.1％

にすぎませんでした。

P186 欧米列強は資源や市場を求めてアジア・アフリカへ進出し、軍事力によって植民地としていきま

した。このような動きを（ 主義 ）といいます。

P187 日本は国際的に欧米と対等の地位を得るために、条約改正を目指しました。

そのために、外務卿（大臣）の井上馨は、鹿鳴館で舞踏会を開くなどの
かおる ろくめいかん

（ 政策 ）を行いました。
鹿鳴館の舞踏会

（ ）事件（船の事故で日本人乗客全員が水死した事件）

が起こったことから、 不平等条約改正を求める声が高まり、１８９４年に

外務大臣の（ ）が領事裁判権を撤廃した日英通商航海条約を結び、

1911年に外務大臣の（ ）がアメリカとの間で関税自主権の完全な回復に成功し

ました。

P188 ◎ 下の風刺画は日清戦争前の様子を表しています。

（ ）にあてはまる国名をいれなさい。

（ ）という魚を釣ろうとする（ ）と（ ）を

（ ）が機をうかがうようにじっと見ています。

P188 朝鮮では、東学という宗教を信仰する農民が蜂起しました。これを（ 戦争 ）とい

います。これをきっかけに清と日本は朝鮮に出兵し（ 戦争 ）が始まりました。

この戦争に勝利した日本は、清との間で（ 条約 ）を結び、（ 半島 ）、台湾、澎湖
ポンフー

諸島をゆずり受けました。しかし満州への進出をねらう（ ）が日本が獲得した遼 東半島
リアオトン

を清国に返還するようドイツ、フランスとともに日本に勧告しました。これを（ ）

といいます。対抗する力がなかった日本は、これを受け入れざるをえませんでした。

日清戦争後の1900年に、伊藤博文は（ ）を結成し、力を伸ばしました。



P190 1900年に、扶清滅洋（ふしんめつよう）をとなえる団体が、北京の各国公使館を包囲したこと

から、日本を主力とする連合軍が鎮圧しました。これを（ 事件 ）いいます。これを

きっかけにロシアは満州や韓国への進出を強めることになりました。1902年に、日本はロシア

に対抗するために、イギリスとの間に（ 同盟 ）を結びました。ロシアとの戦争の危機が

高まる中、社会主義者の（ ）や、キリスト教徒の（ ）は開戦に反対し

ましたが、主戦論が世論を動かし、1904年についに（ 戦争 ）が始まりました。

◎ A～Dに適切な国名を入れなさい。

左の風刺画は（Ｃ ）が同盟を結んで（Ｂ ）に

（Ａ ）と戦争をさせるようにそそのかしている。それを

（Ｄ ）が日本を支援して見ている。

P191 歌人の（ ）は戦場の弟を思って「君死にたまふことなかれ」という

詩を発表しました。

戦争は日本が有利に進み、１９０５年にアメリカの仲介により、ロシア

との間に（ 条約 ）が結ばれました。

しかし、戦争による増税や犠牲に苦しむ国民は、ロシアから賠償金が得

られなかったことから、不満が高まり、暴動（ 事件 ）

にまで発展しました。 増税に泣く国民

P192 日本は1905年に韓国を保護国として外交権をうばい（ 府 ）を置きました。

また、1910年には韓国を併合し、（ 府 ）を設置し、植民地政策をおし進めました。

P193 日露戦争に勝利したことによって、満州（中国北部）を勢力範囲にし、日本は（ 鉄道 ）

を設立し、満州での利権を独占していきました。

中国では、列強に対して対抗する動きが強まり（ ）は（ 主義 ）

を訴え、民族の独立を目指しました。1911年には、軍隊の反乱をきっかけに革命

運動が広がり、多くの省が清から独立しました。これを（ 革命 ）と呼び

ます。翌年、孫文は臨時大統領となり、南京を首都とする（ ）が建国されました。
なんきん

その後、清の実力者であった（ ）は孫文と手を結び、清を滅ぼし、北京を首都として独
ぺ き ん

裁政治をおこないました。

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ



P194 日本経済は、1880年代後半から、紡績、製糸などの軽工業が発展し、機械に

よる大量生産が広がり、産業革命の時代をむかえました。

北九州に官営の（ ）が建設され、鉄鋼の自給を目指しました。

また、三井、三菱、 住友、安田などは、金融・貿易などの多角経営を行って

日本経済を支配する（ ）に成長していきました。

（ 業 ）は、主にアメリカ向けの輸出によって発展し、日露戦争後

には世界最大の輸出国になりました。

P195 産業が発展する一方、（ 銅山 ）の鉱毒事件が起こり、

衆議院議員の（ ）らが、公害問題に取り組みました。

1910年、天皇の暗殺を計画したとして、幸徳秋水などの社会主義者が逮捕・処刑された事件を

（ 事件 ）といいます。

P196 明治時代、（ ）はアメリカ人のフェロノサとともに日本画の復興につとめました。

（ ）は「老猿」など彫刻で、（ ）は「無我」など日本画で、伝統的な技法を

近代美術として再興しました。

また、フランスに留学した（ ）が印象派の画法を紹介し、「読書」などを描いて、

洋画発展の基礎を 築きました。

「老猿」 「無我」 「読書」

P197 日清戦争の前後には、個性を重んじるロマン主義が主流となり「たけくらべ」など

の小説をかいた（ ）など、女性の文学者が活躍しました。

日露戦争前後には「ぼっちゃん」をかいた（ ）や

「舞姫」をかいた（ ）は欧米の文明と接するようになった日本に生きる

知識人の姿をえがいた小説を発表しました。

音楽では（ ）は「荒城の月」などを作曲して、

洋楽の道を開きました。

19世紀末から、日本の自然科学は発達し、（ ）は破傷風の血清療法

を発見し、（ ）はエクアドルで黄熱病の病原体の研究をしました。


